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皆
様
の
弥
栄
え
を
お
祈
り
致
し
ま
す

　

さ
て
、
年
頭
で
恐
縮
で
す
が
、
本
日

は
日
々
参
拝
の
方
か
ら
ご
質
問
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
以
前
に
も
触
れ
さ
せ
て
戴

い
て
お
り
ま
す
、
地
名
“
熊
野
”
の
意

味
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
、
述
べ
さ
せ

て
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
島
根
県
（
出
雲
）
や
和
歌
山
県

を
は
じ
め
全
国
に
幾
つ
か
点
在
し
て
い

る
熊
野
。
こ
の
熊
野
の
地
名
の
意
味

を
調
べ
て
み
ま
す
と
、「
野
」
は
概
ね

野
原
等
の
「
野
」
で
あ
る
よ
う
で
す

が
、
研
究
者
等
の
多
く
の
方
々
か
ら
は
、

「
熊
」
に
つ
い
て
は
動
物
の
熊
と
は
無

関
係
で
、
次
の
よ
う
に
種
々
指
摘
を
さ

れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
現
在
た
ま
た
ま

そ
れ
を
纏
め
た
資
料
が
手
元
に
あ
り
、

ご
紹
介
し
ま
す
と

◦
「
ク
マ
」
は
「
こ
も
る
」
の
意
で
、「
樹

木
が
鬱
蒼
と
隠
り
な
す
所
」
の
意

と
す
る
説

◦
「
ク
マ
」
は
「
こ
も
る
」
の
意
で
、「
神

が
隠
れ
る
所
」
の
意
と
す
る
説

◦
「
ク
マ
」
は
「
こ
も
る
」
の
意
で
、「
死

者
の
霊
魂
が
隠
れ
る
所
」
の
意
と

す
る
説

◦
「
ク
マ
」
は
「
隈
（
く
ま
＝
す
み
）」

の
意
で
、都
か
ら
見
て
「
辺
境
の
地
」

の
意
と
す
る
説

◦
「
ク
マ
」
を
「
影
」
の
意
と
す
る
説

◦
「
ク
マ
」
を
「
曲
（
く
ま
）」
の
意

と
す
る
説

と
、
多
く
の
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
れ
が
正
し
い
の
か
未
だ
に
結
論
が
出

て
い
な
い
の
が
実
情
の
よ
う
で
す
。

　

た
だ
、
拙
私
の
こ
れ
ま
で
の
小
知
識

に
は
「
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
神
が
熊
野
の
岬

か
ら
海
原
を
越
え
て
常
世
国
（
他
の
神

世
界
）
へ
わ
た
ら
れ
た
」
と
い
う
神
話

や
「
イ
ザ
ナ
ミ
神
が
亡
く
な
り
（
他
の

神
世
界
へ
去
ら
れ
）、
熊
野
の
有
馬
村

に
葬
ら
れ
た
」
と
い
う
神
話
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
こ
の
上
に
、
敢
え
て
自
分

な
り
に
熊
野
の
意
味
を
当
地
熊
野
の
歴

史
、
景
観
の
様
子
を
も
重
ね
考
え
て
み

ま
す
と
、
当
地
熊
野
は
昔
か
ら
開
け
て

賑
や
か
な
松
江
市
街
地
の
平
野
部
よ
り

奥
ま
っ
て
、
草
木
茂
る
静
か
な
山
間
地

に
あ
り
、
ま
た
千
数
百
年
の
歴
史
を
持

ち
古
来
世
に
知
ら
れ
た
熊
野
大
社
が
鎮

座
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
点
で
、
他
地

の
熊
野
へ
敷
衍
は
十
分
に
は
で
き
難
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
総
じ
て
一
般
に

熊
野
と
は
、
元
来
神
世
界
、
中
で
も
現

今
世
界
と
の
関
係
で
は
、
そ
こ
と
の
接

合
世
界
と
す
る
の
が
適
当
か
と
思
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
併
せ
て

当
社
の
熊
野
大
神
さ
ま
の
ご
神
徳
、
神

柄
に
つ
い
て
考
え
ま
す
と
、
大
神
さ
ま

は
往
古
か
ら
食
物
の
神
、
農
業
を
は
じ

め
諸
産
業
・
社
会
発
展
の
神
等
と
仰
が

れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、ま
た
別
に“
熊

野
”
の
冠
か
ら
、
熊
野
と
い
う
世
界
自

体
の
重
要
な
立
場
の
神
と
思
わ
れ
、
信

仰
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
と
も
学
び
、
祈
り
を
深
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
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熊
野
大
神
さ
ま
の
有
り
難
い
御
神

徳
に
よ
り
、
御
家
族
お
揃
い
で
新
年

を
お
迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

年
の
始
め
に
あ
た
り
先
ず
も
っ
て

皇
室
の
弥
栄
と
氏
子
、
崇
敬
者
の
皆

様
方
の
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
天
皇
陛
下
が
御
譲
位
な
さ

れ
、
皇
太
子
殿
下
が
五
月
一
日
に

一
二
六
代
天
皇
と
し
て
御
即
位
な
さ

れ
ま
し
た
。

秋
に
は
即
位
礼
、
大
嘗
祭
と
即
位

に
伴
う
諸
儀
式
が
つ
つ
が
な
く
国
民

の
奉
祝
の
中
行
わ
れ
ま
し
た
事
心
よ

り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

又
熊
野
大
神
さ
ま
の
御
社
頭
が
繁

栄
し
て
お
り
ま
す
事
は
、
大
神
さ
ま

の
御
神
徳
は
も
と
よ
り
、
氏
子
崇
敬

者
の
皆
様
の
、
大
神
さ
ま
に
対
す
る

敬
神
の
誠
と
神
恩
奉
謝
の
真
心
に
よ

る
も
の
と
深
く
敬
意
を
表
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

平
成
の
時
代
は
、
戦
争
の
な
い
平

和
で
穏
や
か
な
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

一
方
「
自
然
災
害
の
多
発
」「
少

子
高
齢
化
」「
人
口
減
少
化
」
が
始

ま
っ
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

人
口
減
少
や
単
身
世
帯
の
増
加
等

に
伴
い
、
御
祈
祷
ニ
ー
ズ
の
減
少
、

祭
事
を
担
う
氏
子
離
れ
が
加
速
し
て

行
く
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
課
題
を
乗
り
越
え
る
に
は
、

氏
子
の
信
仰
心
の
再
認
識
と
団
結
の

強
固
が
望
ま
れ
る
所
で
あ
り
ま
す
。

「
氏
子
は
み
ん
な
血
縁
者
、
地
縁

者
」全

国
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
さ
ま
の

多
く
は
そ
の
地
域
の
安
心
、
安
全
を

守
っ
て
い
る
氏
神
さ
ま
で
す
。

そ
の
た
め
、
神
社
の
周
辺
地
域
に

住
ん
で
お
り
、
氏
神
さ
ま
に
か
ば
い

守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
人
達
の
事

を
氏
子
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

氏
神
は
氏
姓
を
同
じ
く
す
る
氏
族

単
位
で
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
氏
子
は
血
縁
集
団
で
あ
り
氏

族
の
祖
先
神
と
し
て
関
わ
り
の
深
い

神
さ
ま
で
す
。

時
代
の
変
化
に
よ
り
、
そ
の
地
域

に
血
縁
関
係
の
な
い
人
達
も
居
住
す

る
よ
う
に
な
り
、
氏
神
信
仰
者
が
必

ず
し
も
同
じ
氏
族
で
あ
る
と
は
限
ら

な
く
な
っ
た
結
果
、
地
縁
的
な
関
係

に
な
り
今
の
集
団
（
氏
子
）
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

氏
神
さ
ま
は
、
氏
子
の
平
和
と
安

寧
を
守
る
神
さ
ま
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
節
目
で
氏
神
神
社
を

参
拝
し
、
そ
れ
ま
で
の
か
ば
い
お
守

り
に
対
し
感
謝
す
る
と
共
に
、
健
や

か
で
幸
せ
に
暮
せ
ま
す
よ
う
祈
願
し

ま
し
ょ
う
。（
キ
ャ
リ
ア　

ガ
ー
デ

ン　

神
社
と
氏
子
の
関
係
参
考
）

新
春
を
迎
え
た
と
は
言
え
、
こ
れ

か
ら
寒
の
入
り
で
、
一
年
で
最
も
寒

い
時
期
で
す
。

氏
子
、
崇
敬
者
の
皆
様
に
は
く
れ

ぐ
れ
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
一
人
一

人
が
幸
せ
を
享
受
で
き
る
よ
う
願
っ

て
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

熊
野
大
社
氏
子
会
会
長

石

倉

憲

昭

熊
野
大
社
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会
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石

倉

憲

昭

氏
神
さ
ま
と
氏
子
の
関
係

新
年
明
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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令
和
二
年
、
皇
紀
二
六
八
〇
年
、

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

新
玉
の
年
を
迎
え
、
国
運
の
隆
昌
、

な
ら
び
に
皇
室
の
御
安
泰
は
も
と
よ

り
、
氏
子
、
崇
敬
者
、
各
位
の
ご
多

幸
、
ご
発
展
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
十
月
、
新
た
に
崇
敬
会
会
長

に
就
任
致
し
ま
し
た
淞
南
学
園
理
事

長
岡
崎
と
申
し
ま
す
。
前
山
田
崇
敬

会
長
様
に
比
し
て
、
浅
学
非
才
の
身

で
あ
り
、
会
長
と
し
て
の
大
役
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
て
、
誠
に
恐
縮
と
は

存
じ
ま
す
が
、
亡
き
父
も
崇
敬
会
会

長
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
ご

縁
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
度
、
お

引
き
受
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
十
一
月
に
は
、
天
皇

陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
一

世
一
代
の
重
儀
と
申
す
べ
き
大
嘗
祭

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
嘗
祭
の

儀
式
は
、
天
皇
陛
下
が
ご
即
位
の
後
、

大
嘗
宮
の
悠
紀
殿
及
び
主
基
殿
に
お

い
て
初
め
て
新
穀
を
皇
祖
及
び
天
神

地
祇
に
供
え
ら
れ
、
自
ら
も
召
し
上

が
ら
れ
て
、
五
穀
豊
穣
な
ど
を
感
謝

し
、
国
家
、
国
民
の
た
め
に
ひ
た
す

ら
そ
の
安
寧
を
祈
念
さ
れ
る
お
祭
り

で
す
。
そ
の
お
祭
り
の
中
で
、
天
孫

降
臨
の
際
、
皇
祖
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

様
が
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
ノ
ミ
コ
ト
様
か

ら
授
け
ら
れ
た
真ま
と
こ
お
う
ふ
す
ま

床
追
衾
（
古
代
の

掛
け
布
団
）
を
着
て
、
天
上
か
ら
天

降
ら
れ
た
と
い
う
神
話
に
因
ん
だ
寝

具
で
天
皇
陛
下
が
同
床
共
殿
さ
れ
、

天
皇
霊
を
身
に
着
け
ら
れ
る
と
い
う

神
秘
な
る
儀
式
が
催
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
嘗
祭
の
秘
儀
を
経
る
こ
と
に

よ
り
、
今
上
陛
下
は
皇
祖
ニ
ニ
ギ
ノ

ミ
コ
ト
様
と
一
体
と
な
ら
れ
、
更
に

は
天
照
大
神
様
に
遡
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
天
照
大
神
様

と
一
体
と
な
ら
れ
ま
し
た
天
皇
陛
下

を
中
心
と
し
て
、
天
皇
陛
下
の
神
を

祭
る
と
い
う
手
ぶ
り
を
神
習
っ
て
、

万
世
愛
和
の
生
活
に
励
ん
で
、
日
本

の
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

更
に
は
天
照
大
神
様
の
弟
神
で
あ

ら
せ
ら
れ
ま
す
熊
野
の
大
神
様
、
ス

サ
ノ
オ
の
神
様
の
ご
神
縁
に
今
年
も

結
ば
れ
、
祈
り
も
清
ら
か
に
本
年
も

報
恩
感
謝
の
真
を
捧
げ
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

真
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

熊
野
大
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初
詣
・
皇
室
の
弥
栄
と
世
界
の
平
和
と
人
々
の
幸
福
の
た
め
に
い
の
り
ま
し
ょ
う
。

令
和
二
年
の
干
支

（
皇
紀
二
、六
八
〇
年
）

 
庚か

の
え

子ね

絵
馬

お
頒わ
か

ち
料
（大）
八
〇
〇
円

（小）
五
〇
〇
円

お
頒わ
か
ち
料
　
　 
三
、五
〇
〇
円

手
は
本
来
穀
物
を
か
き
寄
せ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
穀
霊

を
人
間
の
霊
魂
と
一
体
化
し
て
考
え
、

霊
を
か
き
寄
せ
人
間
の
再
生
を
も
た

ら
し
幸
運
を
得
る
と
い
う
意
味
の
縁

起
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
生
々
繁
栄
、
会
社
発
展
、

商
売
繁
昌
、
家
運
隆
昌
を
祈
願
し
て

授
与
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

開
運
招
福
・
厄
　
除

家
内
安
全
・
商
売
繁
昌

絵
馬
付破

魔
生
矢

お
頒わ
か

ち
料

　
大
絵
馬
付  

二
，〇
〇
〇
円

　
小
絵
馬
付  

一
，五
〇
〇
円

（大）（小）

内
安
全
、
商
売
繁
昌
、
開
運
招
福
、

厄
除
を
祈
念
い
た
し
ま
し
た
“
戊

戌
”
の
干
支
の
絵
馬
付
の

　“
破
魔
生
矢
”

を
お
受
け
に
な
り
“
家
庭
”“
会
社
”

等
に
お
祀
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
悪

魔
を
打
破
、
邪
気
を
退
散
さ
せ
、
大
神

さ
ま
の
“
み
め
ぐ
み
”
を
戴
か
れ
ご
家

族
の
皆
様
が
ご
健
康
で
お
幸
福
な
日
々

を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

　

縁
起
物
授
与
所
で
お
わ
か
ち
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

福
運
を
迎
え
る

福
　
笹

お
頒わ
か
ち
料
　
一
、〇
〇
〇
円

内
安
全
、

商
売
繁
昌

を
祈
念
い
た
し

て
あ
り
ま
す
。

　

ご
参
拝
の
際

お
受
け
に
な
り

福
運
を
戴
き
佳

き
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

生
々
繁
栄
を
祈
願

熊
　
手

年
は
“
子
”
年
で
あ
り
ま
す
。

清
々
し
く
新
年
を
お
迎
え
に
な
り
今
年
も
健

康
で
幸
福
な
佳
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念

の
上
、
御
社
頭
で
授
与
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
絵
馬
は
「
子
」
年
に
因
み
大
神
さ
ま
か
ら

幸
福
の
“
ご
縁
”
が
戴
か
れ
ま
す
よ
う
、
造
形
作

家
の
藤
田
丈
氏
が
「
ま
ご
こ
ろ
」
を
こ
め
て
描
か

れ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

〔今〕

〔熊〕

〔家〕

〔家〕
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祝
祭
日
に
は
国
旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う
。

ご
祈
念
の
ご
案
内

　

生
命
を
与
え
て
下
さ
っ
て
日
々
ご
守

護
を
戴
い
て
い
る
大
神
さ
ま
へ
感
謝
の

心
を
さ
さ
げ
、
更
に
新
し
い
生
命
力
・

御
霊
力
を
戴
き
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
て
い
く
現
代
社
会
を
心
惑
う
こ
と
な

く
正
し
く
生
き
ぬ
い
て
い
く
こ
と
が
出

来
ま
す
よ
う
に
、
秋
の
お
お
み
ま
つ
り

に
ご
祈
念
の
お
取
次
ぎ
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
お
申
込
み
下
さ
い
。

　

（
一
つ
の
願
い
ご
と
に
つ
き
五
、
〇

　
　

〇
〇
円
以
上
で
す
）

一
、
願
い
ご
と

　
　

家
内
安
全
。
商
売
繁
昌
。
良
縁
。

　
　

会
社
発
展
。
従
業
員
安
全
。
厄
除
。

　
　

交
通
安
全
。
五
穀
豊
穣
。
安
産
。

病
気
平
癒
。
進
学
成
就
。
諸
願
成

就
。
海
上
安
全
。
大
漁
満
足
。
そ

の
他
ご
希
望
の
願
い
ご
と
。

一
、
ご
祈
念
を
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
同

封
の
振
替
用
紙
に
、
ご
住
所
、
ご

氏
名
、
ご
年
令
、
ご
祈
念
料
を
明

記
し
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

一
、
ご
祈
念
を
し
た
お
守
は
お
送
り
い

た
し
ま
す
。
又
ご
参
拝
の
際
は
受

付
所
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

尚
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
又
ご
希
望

の
日
、
何
時
で
も
受
付
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
当
社
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

一
、
ご
祈
念
料
　
伍
千
円
以
上
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旧
暦
十
月
十
一
日
、
出
雲
に
集
ま
る

全
国
の
神
さ
ま
を
も
て
な
す
神
在
祭
が

摂
社
・
伊
邪
那
美
神
社
に
て
執
り
行
わ

れ
た
。

　

今
年
も
旧
暦
を
用
い
て
神
在
祭
を
斎

行
す
る
出
雲
大
社
・
日
御
碕
神
社
・
朝

山
神
社
・
万
九
千
神
社
・
熊
野
大
社
の

五
社
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
合
同

で
行
わ
れ
、
神
在
祭
の
期
間
中
、
各
社

の
社
頭
に
て
配
布
さ
れ
た
ス
タ
ン
プ
帳

片
手
に
当
社
に
も
多
く
の
参
拝
者
が
訪

れ
た
。

　

十
一
月
六
日
は
神
迎
祭
、
十
一
月

二
十
二
日
に
は
神
等
去
出
祭
が
奉
仕
さ

れ
た
。

　

八
雲
町
出
身
戦
没
者
の
英
霊
を
祀
る

忠
霊
碑
の
前
で
八
雲
町
内
の
神
職
・
住

職
合
同
で
斎
行
し
た
。

　

松
江
市
八
雲
支
所
長
、
町
遺
族
関
係

者
等
約
八
十
名
が
参
列
し
、
神
職
の
修

祓
の
後
、
国
歌
斉
唱
、
斎
主
の
祝
詞
奏

上
、
導
師
の
読
経
等
が
行
わ
れ
、
正
禅

寺
梅
花
講
の
平
和
記
念
御
和
讃
、
清
吟

堂
吟
友
会
八
雲
支
部
の
吟
詠
が
あ
り
、

市
長
代
理
、
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
が

祭
文
を
奉
読
。
そ
し
て
参
列
者
代
表
が

焼
香
を
行
い
、
英
霊
を
お
慰
め
し
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
た
。

（
十
一
月
七
日　

午
後
二
時
）

（
九
月
二
十
八
日　

午
前
十
時
）

　

令
和
二
年
の
新
し
い
年
を
迎
え

よ
う
と
多
く
の
人
々
が
拝
殿
前
に

集
ま
り
、
日
付
が
変
わ
る
と
同
時

に
新
春
初
神
楽
が
奏
で
ら
れ
る
中
、

一
斉
に
拍
手
を
打
ち
、
今
年
も
大

神
さ
ま
の
ご
加
護
で
佳
き
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
と
祈
っ
た
。

　

零
時
過
ぎ
か
ら「
わ
ら
く
の
会
」

に
よ
り
新
春
奉
納
太
鼓
が
舞
殿
で

打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
拝
殿
で
は
新
春

祈
祷
が
執
り
行
わ
れ
た
。
午
前
六

時
に
は
氏
子
・
崇
敬
者
多
数
が
参

列
し
歳
旦
祭
を
斎
行
、
国
家
の
繁

栄
・
世
界
平
和
・
人
々
の
幸
福
を

祈
っ
た
。

　

一
月
二
日
は
午
前
八
時
三
十
分

よ
り
舞
初
祭
を
斎
行
。
小
学
生
巫

女
は
「
幣
舞
」、
中
学
生
巫
女
は

「
浦
安
の
舞
」
を
優
雅
に
舞
い
今

年
一
年
元
気

で
奉
仕
で
き

ま
す
よ
う
に

と
祈
っ
た
。

　

本
年
三
日

間
の
人
出
は

天
候
に
も
恵

ま
れ
十
六
万

人
を
越
え
た
。

令
和
二
年
庚
子
歳

新
春
初
詣

十
六
万
人
で
賑
う

熊
野
大
社
崇
敬
会

入
会
の
お
す
す
め

　

熊
野
大
神
の
御
神
徳
を
奉
戴
し
、

敬
神
崇
祖
の
誠
を
致
し
健
全
な
る

国
民
精
神
の
高
揚
に
努
め
広
く
国

家
社
会
の
繁
栄
に
寄
与
す
る
を
目

的
と
し
、
そ
の
達
成
の
た
め

①
熊
野
大
神
の
御
神
徳
発
揚
の

為
祭
典
、
神
事
、
行
事
及
び

諸
建
宇
整
備
と
保
持
に
奉
賛
。

②
会
員
相
互
の
親
睦
を
計
る
為

機
関
紙
を
発
行
。

③
必
要
と
す
る
事
業
を
行
う
。

一
、
会
費

個
人
会
費（
年
額
）参
千
円
以
上

団
体
会
費（
年
額
）五
千
円
以
上

一
、
待
遇

イ
会
員
誕
生
日
は
健
康
と
繁
栄

和
楽
を
祈
願
、
日
供
祭
は
全

会
員
の
安
寧
を
祈
願
し
ま
す
。

ロ
春
秋
大
祭
に
ご
案
内
し
ま
す
。

ハ
新
春
神
迎
の「
御
神
符
」「
干

支
の
絵
馬
」を
お
届
け
し
ま

す
。

ニ
会
員
章
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

熊
野
大
神
さ
ま
か
ら
幸
福
の
ご

縁
が
戴
か
れ
ま
す
よ
う
ご
入
会
の

ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
知
り
合
い
の
方
々
へ
の
ご
勧

誘
を
も
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

神
在
祭

八
雲
町
出
身
　
　

　
戦
没
者
慰
霊
祭
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秋
を
迎
え
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
方

が
参
列
し
、
実
り
多
い
収
穫
を
大
神
さ

ま
に
感
謝
す
る
例
大
祭
が
厳
粛
に
執
り

行
わ
れ
た
。

　

神
前
に
様
々
な
御
供
え
を
並
べ
、
大

神
さ
ま
の
ご
守
護
に
感
謝
す
る
祝
詞
を

奏
上
、
氏
子
小
中
学
生
に
よ
る
巫
女
舞

の
奉
仕
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
参
列
者
代
表
に
よ
る
玉
串
拝

礼
が
行
わ
れ
、
参
列
者
は
そ
れ
ぞ
れ
神

前
で
深
い
祈
り
を
奉
げ
た
。

　

祭
典
終
了
後
は
舞
殿
に
お
い
て
山
王

寺
和
野
神
楽
社
中
に
よ
る
神
楽
の
奉
納
、

餅
撒
き
が
行
わ
れ
た
。

　

十
月
二
十
二
日
即
位
の
礼
に
合
わ
せ

て
熊
野
大
社
で
も
即
位
礼
当
日
祭
が
斎

行
さ
れ
、
天
皇
陛
下
が
御
即
位
さ
れ
新

し
い
御
代
が
始
ま
る
こ
と
を
お
祝
い
し
、

皇
室
の
弥
栄
を
祈
っ
た
。

　

つ
い
で
天
皇
陛
下
が
御
即
位
さ
れ
て

か
ら
初
め
て
の
新
嘗
祭
、
大
嘗
祭
が

十
一
月
十
四
日
に
斎
行
さ
れ
る
こ
と
に

合
わ
せ
て
大
嘗
祭
当
日
祭
も
熊
野
大
社

で
斎
行
さ
れ
た
。
神
職
は
こ
れ
に
先
立

ち
十
一
月
十
二
日
に
臨
時
の
大
祓
い
を

お
こ
な
い
、
心
身
と
も
に
清
め
た
上
で

祭
事
に
臨
み
、
令
和
初
め
て
の
収
穫
を

感
謝
し
祝
う
と
と
も
に
令
和
の
時
代
が

五
穀
豊
穣
で
弥
益
々
に
立
ち
栄
え
て
い

く
よ
う
祈
っ
た
。

　

ま
た
社
頭
で
は
記
帳
台
が
設
け
ら
れ
、

多
く
の
参
拝
者
が
、
新
し
い
御
代
を
祝

い
、
記
帳
し
た
。

　

元
号
が
令
和
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て

の
鑽
火
祭
が
出
雲
大
社
権
宮
司
参
向
の

も
と
執
り
行
わ
れ
た
。

　

出
雲
國
造
家
の
繁
栄
等
を
祈
念
し
て

祝
詞
が
奏
せ
ら
れ
、
次
い
で
出
雲
大
社

よ
り
“
神
餅
”
が
奉
献
さ
れ
て
亀
太
夫

が
“
神
餅
”
の
出
来
栄
え
を
吟
味
し
た
。

そ
し
て
来
年
は
良
い
出
来
の
“
神
餅
”

を
奉
献
す
る
よ
う
出
雲
大
社
職
員
に
申

し
立
て
た
後
火
を
起
こ
す
神
器
で
あ
る

鑽
火
器
が
授
与
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
出
雲
大
社
権
宮
司
が
百
番
の

舞
を
奉
仕
さ
れ
、
大
神
さ
ま
の
ご
神
意

に
叶
う
神
明
奉
仕
を
誓
わ
れ
た
。

　

祭
典
終
了
後
、
舞
殿
に
お
い
て
餅
撒

き
が
行
わ
れ
、お
供
え
さ
れ
た
“
神
餅
”

も
切
り
分
け
て
参
拝
者
に
授
与
さ
れ
た
。

（
十
月
十
四
日　

午
前
十
時
）

（
十
月
十
五
日　

午
前
十
時
）

ー
亀
太
夫
神
事
ー

一
月
中

　
　
　

一
日　

歳
旦
祭

　
　
　

二
日　

舞
初
祭

　
　
　

五
日　

奉
賽
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭　

奉
賽
祭

　

二
十
一
日　

祝
年
祭

二
月
中

　
　
　

一
日　

早
旦
祭　

奉
賽
祭

　
　
　

三
日　

節
分
祭
厄
除
招
福
諸

　
　
　
　
　
　

願
成
就
祈
祷
祭

当
日
午
前
十
一
時
節
分
祭
厄

除
招
福
祈
祷
祭
を
斎
行
。

午
後
二
時
よ
り
県
内
の
知
名

人（
福
男
・
年
男
）に
よ
る
豆

撒
神
事
を
行
い
ま
す
。

　
　

十
一
日　

建
国
記
念
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭　

奉
賽
祭

　
　

十
七
日　

祈
年
祭

　

二
十
三
日　

天
皇
誕
生
日
祭

　

二
十
八
日　

御
狩
納
祭

三
月
中

　
　
　

一
日　

早
旦
祭　

奉
賽
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭　

奉
賽
祭

　
　
　

中
旬　

御
狩
感
謝
祭

　
　
　

下
旬　

奨
学
祭　

巫
女
交
代

　
　
　
　
　
　

祭

　
　
　

下
旬　

立
志
お
祝
い
の
祭

一
月
・
二
月
・
三
月

お
ま
つ
り
の
日

例
大
祭

鑽
火
祭

御
代
替
り
諸
祭
事



 令和２年１月 く ま の の み や （8） 

　

大
日
本
猟
友
会
会
長
佐
々
木
洋
平
氏

を
は
じ
め
島
根
県
下
各
地
の
猟
友
会
々

員
が
参
列
、
ま
た
全
国
都
道
府
県
の
猟

友
会
等
か
ら
沢
山
の
御
供
が
奉
献
さ
れ
、

今
期
の
狩
猟
の
安
全
と
豊
猟
、
五
穀
の

豊
穣
を
祈
願
し
た
。
直
会
に
は
地
元
の

猟
友
会
の
皆
さ
ん
が
捕
獲
し
た
猪
の
肉

で
汁
が
饗
さ
れ
、
互
い
に
猟
期
の
狩
猟

計
画
等
を
楽
し
く
話
し
合
っ
た
。

　

祭
典
後
、
狩
猟
安
全
の
お
守
り
を
全

国
の
各
猟
友
会
へ
お
送
り
申
し
上
げ
た
。

　

献
穀
者
の
皆
さ
ん
が
多
数
参
列
し
、

大
神
さ
ま
の
“
お
恵
み
”
に
よ
り
豊
か

な
収
穫
の
秋
を
迎
え
た
こ
と
に
感
謝
、

さ
ら
な
る
後
五
穀
豊
穣
と
幸
福
を
祈
っ

て
厳
粛
裡
に
斎
行
し
た
。

　

今
年
も
地
元
で
は
大
き
な
害
も
な
く

豊
作
と
な
り
、
献
穀
者
は
大
神
さ
ま
の

“
お
か
げ
”と
感
謝
の
真
心
を
捧
げ
る
と

共
に
米
の

消
費
量
が

低
迷
す
る

中
、
安
心

し
て
米
作

り
が
出
来

る
よ
う
に

深
い
祈
り

を
捧
げ
た
。

　

年
の
瀬
が
近
づ
き
恒
例
の
お
煤
払
の

神
事
を
奉
仕
し
、
装
束
姿
の
神
職
が
笹

竹
を
持
っ
て
御
本
殿
を
は
じ
め
境
内
の

諸
健
宇
の
チ
リ
、
ホ
コ
リ
を
払
い
除
き
、

掃
き
清
め
た
。

　

境
内
に
は
特
設
の
縁
起
物
授
与
所
、

祈
祷
受
付
所
、
お
守
授
与
所
、
ご
神
酒

授
与
所
等
が
設
置
さ
れ
新
し
い
年
を
迎

え
る
準
備
が
整
え
ら
れ
た
。

　

役
員
総
代
、
氏
子
、
崇
敬
者
の
皆
さ

ん
が
参
列
し
、
一
年
の
間
に
知
ら
ず
知

ら
ず
の
内
に
身
に
つ
い
た
罪
・
穢
を
祓

い
清
め
る
大
祓
・
除
夜
祭
を
斎
行
し
た
。

　

今
年
一
年
間
恙
な
く
過
ご
さ
せ
て
戴

い
た
事
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
来
る
令

和
二
年
庚
子
の
新
し
い
年
も
佳
き
年
で

あ
る
よ
う
祈
り
を
こ
め
た
。

軽
や
か
な
音
響
か
せ
て
高
架
行
く
特
急
や
く
も
に
旅
ご
こ
ろ
湧
く

指
す
先
の
冬
木
い
ろ
ど
る
ネ
ッ
ク
レ
ス
烏
瓜
の
実
陽
を
受
け
耀
よ
う

わ
ざ
わ
ざ
に
届
け
く
だ
さ
る
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
美
し
き
か
な
先
づ
み
仏
に

穂
す
す
き
に
交
じ
り
て
揺
れ
て
吾
木
香
な
つ
か
し
き
人
呼
び
起
こ
し
た
り

ア
ク
セ
ル
を
グ
イ
ッ
と
踏
み
込
み
橋
上
る
ロ
ケ
ッ
ト
の
ご
と
空
へ
向
か
う
よ

鉢
を
割
り
根
付
き
し
エ
ン
ゼ
ル
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
晩
秋
の
朝
を
終
の
一
輪

ひ
っ
そ
り
と
茶
色
の
猫
が
我
を
見
る
人
を
許
さ
ぬ
つ
め
た
き
目
を
し
て

松
江
市
　
安
　
部
　
歌
　
子

松
江
市
　
木
　
下
　
み
ゆ
き

松
江
市
　
古
　
志
　
節
　
子

松
江
市
　
酒
　
井
　
悦
　
子

松
江
市
　
新
　
谷
　
国
　
子

松
江
市
　
福
　
島
　
伸
　
子

松
江
市
　
福
　
間
　
美
和
子

松
江
短
歌
の
会

献
　
　
　
詠

（
十
二
月
二
十
日　

午
前
九
時
）

（
十
一
月
二
十
四
日　

午
後
二
時
）

（
十
ニ
月
三
十
一
日　

午
後
四
時
）

（
十
月
二
十
七
日　

午
後
二
時
三
十
分
）

大
祓
・
除
夜
祭

お
煤
払

新
穀
感
謝
祭

御
狩
安
全
祈
願
祭


